






A Study on “Unnaturalness” Felt by Native Japanese towards Learners’ 
Communication Behavior: Analysis of the Monitoring of Role Play Activities 
 








































































































































































































































































































  Ｙ９：たぶん、できたら、あの、２時間だけでもいいですけど。できますか。 
  Ａ９：２時間だけ。 
  Ｙ10：おねがいしまーす。 
  Ａ10：じゃ、２時間だけなら代わってもいいですよ。 
  Ｙ11：あ、助かった（笑）。どうもありがとうございました。 
 
［11-1］Ｙ10に対するモニタリング内容 
 私もアルバイトをしたことがあるので、その経験からいうと「あ、すみません。ありが
とうございます」っていうことを最初に言って「よろしくお願いします」と言ったほうが
いいのかなって思います。２時間って言われて、ああ、よかったって思って「おねがいし
まーす」って、そのまま出た感じがするので、そうですね、なんか私もいろいろアルバイ
トしたことがあるんですけど、そこで学んだことからいうと、「あ、ありがとうございます」
ってお礼を言って、「すみません、お忙しいのに」って言って「よろしくお願いします」っ
て言ったほうが丁寧かなって。失礼というかそういう言葉を入れたほうがより良いと思い
ました。留学生だから仕方がないという目で見てくれる場合のバイトもあるけど、そこも
やっぱり厳しくされるバイトも時にはあるかなあと思いました。 
 
［11-2］Ｙ11に対するモニタリング内容 
さっきと似てるんですけど、「すいません、お忙しい中ありがとうございます」っていう
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お礼を丁寧に述べて、「すみません」っていうことも、つけ加えて述べて、言ったほうがい
いかなと思いました。あんまりそういうこと言う文化が日本だけなのかもしれないけど、
私は日本で生きているので、「すみません」と、ひとこと言った方が自然に思います。 
 
（11）のＹ10とＹ11に対して、日本人学生から厳しいコメントがなされている。日本人学
生は依頼される側として、会話の終了のしかたが気になっている。無理をして依頼を引き
受けたのだから、感謝や恐縮の気持ちをきちんと示してほしいのである。しかし、以下の
Ｙのモニタリングでわかるように、Ｙは依頼を聞いてもらえてありがたいと喜んでいるだ
けで、恐縮の気持ちや申し訳ないという気持ちはない。日本人学生からは、Ｙから「すみ
ません」という言葉がないことに不満の気持ちが表されており、両者の事態の把握の仕方
に関するずれが、問題として浮かび上がる。 
 
（Ｙ10の発話の意図に関して）「もう困ってる状況なので、お願いしたらたぶんOKしてく
れると思った。」 
（Ａ10の発話に対して）「思ったとおりOKしてくれてありがたいと思った。」 
（Ｙ11の発話の意図に関して）「重要なことをするとき１分も重要でしょう。準備するた
めに２時間もらって本当に本当に楽です。そういう気持ちになった。」 
 
 次の（12）に対して、日本人学生は［12］で、学習者から最後に「ありがとうございま
す」がないため、会話が終結したと感じられないと述べている。 
 
（12）Ｃ：中級学習者（台湾）・ＭＭ：日本人学生 
Ｃ８：あ、ほんとー、えー、ありがとう。ほかのなんか行きたくない日があったら、
私と交換しようと思うんだけどねー 
 ＭＭ８：じゃ、そんときはお願いします 
Ｃ９：うん、いいよ、お願いします。 
 
［12］Ｃ９に対するモニタリング内容 
「お願いします」うーん。ちょっと、流しちゃったんですけど、うーんと、「お願いしま
す」と言って「お願いします」って言われてしまったんで、なんか、ちょっと、終わった
感じがしなかった。会話がこれで終了っていう感じがしなかった。Ｃさんは代わってもら
ったほうなので、「ありがとうございます」って言ってもらったら、会話が終了になる。 
 
［９］～［12］の語用論的違和感は、会話の開始部と終結部に集中している。特に、会
話の終結部は、友人としての会話相手との良好な関係を維持し、今後につなげていくため
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に重要な部分であるが、そのスキルが学習者には不足しているといえる。三宅（2014）で
も、学習者は会話を上手に終結させるのが難しいということを述べており、日本語の会話
ではどのような終わり方をするのが一般的であるか、注目してみていくこと、そしてそれ
を会話教育に生かしていくことが必要であると考える。 
 
５．まとめ 
 本研究では、日本人学生と日本語学習者によるRPを取り上げ、日本人学生が学習者のコ
ミュニケーション行動に対して抱く違和感について考察した。違和感を、言語的違和感、
談話展開的違和感、語用論的違和感に分けて考察したところ、言語的違和感には、助詞の
選択や省略、誤用、フィラーなどに関するものがあり、違和感があっても厳しい評価を下
してはいない。学習者だからと容認したり後で指摘しようという配慮もなされており、十
全な理解ができなくても、その場その場でとりあえずの解釈をしながら会話をすすめてい
こうとしていた。 
 談話的展開的違和感の場合、話し方の順序やかみあい方に違和感を持っていた。相手の
意図がうまく理解できずに会話がスムーズに進められないため、困難が生じていることが
わかった。そのため、談話展開的違和感をもつと、言語的違和感の場合より、わかりにく
さに対する評価がやや厳しくなっていた。 
さらに厳しいコメントがあらわれていたのは語用論的違和感である。ここでは会話の開
始部と終結部にコメントが集中していたが、日本語社会の規範からずれていると感じたこ
とに関して批判的なコメントがなされている。学習者であっても、社会規範からずれたコ
ミュニケーション行動はなかなか受け入れがたいということが明らかになった。特に、会
話の終結部におけるコミュニケーション行動に対する批判は厳しい。学習者自身は、考え
得る最善のコミュニケーション行動をとっているつもりだが、それが会話相手である日本
語母語話者には違和感を生じさせている。今回の調査では、親しい日本人学生の友人を会
話相手として選んでいた。しかし親しい相手であっても評価は厳しかった。このことは、
学習者が日常接するさまざまな相手に対して、意図を伝えつつ良好な関係を保っていくた
めには言語能力、談話展開能力とともに、語用論的能力の向上が強く望まれることを示唆
している。 
 今後は学習者と日本語母語話者の会話におけるモニタリングの調査を続け、日本語母語
話者どうしの会話の調査も行う予定である。日本語の会話では、どのような談話展開や語
用論的な機能がみられるのか、どのようなモニタリングを行うのか、特に談話の開始部や
終結部に注目してみて考察を深め、学習者のコミュニケーション行動と比較したい。その
結果を今後の学習者の会話教育に生かしていくことが次の課題となる。 
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注 
１）三宅・フォード丹羽（2014）、三宅（2014）では、日本語初中級学習者に対しRPを実施し、会話
遂行時に行っているモニタリングについてフォローアップインタビューを行い、考察した。この
RPでは学習者の会話相手は日本語教師が務め、その際、教師の側のモニタリングのデータをとら
なかった。本研究では、学習者の会話相手を日本人学生にし、より現実に近い状況を設定して両
者からモニタリングのデータをとることにした。 
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